
弘前市の都市圏

一主に通勤・通学者の移動から見た場合…
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1. 

高度経済成長の進行法都市への人口集中を引 し，文化的な都会の生活はやがて農村部に技

及し，都市と農村の関掠は一軍緊密になってきた。

本研究はその関部を通勤通学という指標から捉え，弘前市を中心部市とする通勤通学闘を設定し，

ことを目的としたもので為る O

2. 研究方

本石耳究は 1970年 '75倶 ， 80年の罷 い，通勤閣は中Ic.，...謁受託法と潤辺調査法を

組み合わせ，また通学園は見辺調査訟を患いて行った。

ます通勤閣は土井 (1973) の方法を用いた。それは以下の通りである。

通勤圏の画定には市町村開通勤者数マトりックス吾作り，中心部市または中心都市とその周辺市

町村ヘ過半数以上の通語者を出す流出超過市町村までを一括した暫定通勤閣を定め，その麗内移動

率〈圏内総移動数X2)-;.-(罷内吉町村の出通勤者総数十入通勤者総数)吾計算する。周辺部でこ

の暫定題ヘ過半数弱の通勤者を出す流出怒過市町村と過半数強を出すのが流入超過の市町村につい

ては，細々;ごついて暫定盟との関係率すなわち〈その市町村から器内市町村へ出る通勤者合計十舗

内市町村からその市町村ヘ入る通勤者合計)-;.-くその市町村から出る通勤者会計十その市町村ヘ入

る通勤者合計)を計算し，これが暫定圏内移動率より高い場合は暫定圏に追加加入させる，という

ものである。

しかし， ζの方法では2つの通勤闇にj嘉する市町村が出てくるため，その場合は具体的な通勤移

動の状況を判断してどちらかの圏に入れるようにした。

次に通学閣は弘前市語学率〈潤辺市町村に常住する 15 に対する弘前市への通学

者数の比〉を求め，通学園の輯定及び考察を試みた。

3. 対象地域の概観

対象地域は弘前市を中心とする地域で主に農業を中心とする地域でみる。したが

長による労鋤力供出地域となり，舟辺町村は70年から 75年にかけて軒並み人口が誠少した。し

かし逆に他市町村への通動者は増加しており，第一次産業人口の割合は減少している ζとから，離

農者が第→二‘次・三次産業の業種に就き，佑市町村ヘ通勤していることがうかがえる。

弘前市は商業機能や教育機能が充実し，交通機関の発達も加わって，員辺帯町村と
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害にしている。

4. 通勤圏の 結果並びに特徴

弘前市通勤圏の間定結果はほ70年，75年 '80年とも黒石吉，岩木町，

崎町，較柳町，大鰐町，相馬村，西日屋村，田舎舘村，礎ケ関村，営盤村の 12

諮問町と常盤村が弘前前と青森市の両通勤留に麗したが，両都市への通勤者数と

尾上町，藤

ある。尚，

ら判断し

て嘗盤村は弘前者，接関町は青森市通勤醒 と見倣した。

次に特徴であるが，まず弘前市関係率の高い地域は弘前市の南と西の地域である。

の東と北の地域は黒酒市や更に圏外の青森市，五所川原市へも通勤者が多く，

弘前市

く立って

いる。第二に通勤闘の拡大については図 1を見れば日年に鯵ケ沢町が関保率 10%に立り，また常

盤村の弘前市関係さ容も年々上昇し，圏の甚大が見られる。第三は年毎に語内移動率が上昇している

ことから，弘前市通勤摺は揺の拡大もしつつ内部拾には醸内市町村の結合関部が強化おれてきた点

があげられる。

5. 通学園の 並びに特徴

弘前市通学園の画定結果は，各年とも前述の通勤閤iこ崩ずる市町村に浪関町を加えた 13市町村

となっている。 と比較してほとんど変わわないが，影響を及ぼす範閣は通勤翻より

狭くなっている。特徴であるが，まず第ーに自町村に高校等のない所，あるいは分較しかない所で

は弘前市通学率は高く，反対に地元に高校の存在する市町村のそれは1~くなっている。第二:に年毎

に中心地指向から地元，あるいは罵辺の近い市町村にある学校への通学が多くなってきたことがあ

げちれる。第三には黒石市用辺町村の黒石市通学率が高まり，黒石市が年々通学輯を形成しつつあ

ることがあげられる。

6. 弘前市通勤

(1)交通条件

弘前市馬辺は国鉄，

の形成要因

パス路線が弘前甫か しており，通勤通学者の大活

となっている。特にバス交通は弘前市行きバス路謀の通っていない町村は弘前市通勤通学関

れないことから，

また近年はマイカ…通勤

となっていると忠われる。

しており，これにより しつつある所もある。

(2) 学 区 告。

には学区111りがあち，

であるが，板柳町を除く

に影響を与えている。 する

にあたうているG 学区制はその学区内 中

していないが，ほとんどは

むとてノと替える。

しており，
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(3)躍撲構造の変化と進学率の向上

1は吉町村別産業別就業者数の割合告示している。乙れによると 10年間ですべての市町村で

第一次産業人口の割合が減少し，第二次・三次産業人口の割合が増加している。局辺市町村が農業

恥令のため高度経済成長の結果，農業就業者やそのあと継ぎ者が第二次・三次産業に就業し，それ

らは都市部へ通勤してくるようになったのである。特ι弘前市は表2からもわかるように第三次産

業通勤者が全通勤者の7 -小売業の割合がひじように高いのが斡徴である。

次に進学率の向上であるが， 70年から百年の5年間に高校進学率は66話会、ち 20%も上昇し，

80年には 90括合に遣している3ζのととは産業構造の高度化に伴い，農村部の農家の働

都市障の労働力不足の補給源となっていたものが上級学校に進学し，通学閣の内部移動の変化を引

き起こしたと考えられ，
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の形成に大きく採わっている。

の割合
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表2 f也市町村から弘前市へ通勤する

1970 1975年 1980年

通勤者総数 6，454 7，876 11. 891 

第 E盛受a 業 29 82 
一 56 70 54 132 

次産業
林業・狩猟

く1.1銘〉 24 1(0.7%) 
46 
(1.1 %) 

漁業・水産養殖業 14 4 

第 鉱 業 g 12 17 

建
1，881 2，087 3， 292 

三江主九ι 業 1， 075 
く29.1) 

し211
(26. 5) 

1， 962 
(27. 7) 

製 IこaE3二 業 798 864 1， 313 

卸 業・小売業 1， 819 2，390 3，747 

金融 . 保設業 323 459 

重き 産
214 

不 業 14 58 

次 運輸 通信業 860 
4，501 

961 
ら， 723 

1，227 
8，460 . 

(69. 7) (72. 7) (71. 1) 
電気・ガス・水道・熱侯給業 47 48 61 

サ 』山 ピ ス 業 1，345 1， 733 2，581 

まと 務 216 254 327 

分類不能の産業 2 12 7 

7. と め

で弘前市通勤通学園を考察してきたがまとめると以下のようになる。

により周辺市町村の農業人口ほ誤合・実数とも減少し，かめ

してきた。それによって中心地や罵辺町村への通勤通学者が増加してきた0

・水野(1965)による弘前市都市富と筆者による通勤通学閣を比較する

られないが，謡の舟部結合は一層強化されてきた。

7警'Hま第三次産業従事者であるが，産業構造の高度化は中心地への通勤通学者恐

した現在は周辺市町村相互の通勤通学者の増加をみるに3去っている。

と，弘前市甫部と西部の町村は結合関係が強く，黒酒市周辺の町村は弘前市

いる。そして板柳町と浪岡町もそれぞれ五所川原市，

いる c このように結合関保を密にしているのは，障害のない平野地惑とそれ

よる所が大きい

の

にあたって終始御指導，御助言をI買きました永野務先生，

深く

ζ
d
 

nぺ
U



I参考糞料1

0総理清統計局:昭和的年， 50年， 55年昌勢調査報告

O日本交通公社 1970年1

O東実日報社:昭和47

C 問調陪:昭和56

【参蒋文献〕

1980年3月大型時刻表

52 57 

(1973):通勤圏とその変化 西村嘉助絹，地域変化257-284 大明堂

明 (1971):青森県の通勤通学圏ιついて 弘前大学教背学部1971年卒業論文50真

。横山 弘(1982):背装県の都m 機能と構造 82-83 

C横山弘・水野裕 (1965):青森県内の主要都高簡について 弘前大学教育学部紀要第 15号

85-94 

36 




